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2021年 5月 20日、災害対策基本法が改正され、市町村が発令する避難情報が大きく変わりました。 

警戒レベル４にあたる「避難勧告」と「避難指示」が一本化され、「避難勧告」は廃止されました。今後

は、これまで避難勧告の発令されていたタイミングで避難指示が発令されることになります。レベル５

は災害が切迫しているか既に災害が発生している段階で、そこから避難を開始することが困難となるよ

うな状況ですので、レベル４の避難指示の段階までに避難を行うことが重要となります。 

現在の日本の気象状況では、同じ地域でも年に複数回「レベル４相当」の気象状況となることが考え

られます。もしレベル４で避難をして何事もなかった場合でも、今回は何事もなくて良かったと考え、

次回以降も心構えを変えないことが大切です。 

 

 

 

《健康だより》新しい避難情報について 

文部科学省認可通信教育 

１５ 

「避難」とは？ 

① 行政が指定した避難場所 

への立ち退き避難 

② 安全な親戚・知人宅への 

立ち退き避難 

③ 安全なホテル・旅館への 

立ち退き避難 

④ 屋内安全確保（上階へ移動） 

指定された避難場所へ移動す

ることだけが「避難」ではあり

ません。状況を見ながらできる

範囲での避難行動をとりまし

ょう。 

また、市町村が指定する避難場

所は変更・増設されている可能

性があります。災害時には市町

村ホームページ等で確認して

下さい。 

豪雨時の屋外の移動は車も含

め危険です。やむをえず車中泊

をする場合は、浸水しないよう

周囲の状況等を十分確認して

下さい。 

新型コロナウイルス感染

症が収束しない中でも、

災害時には、危険な場所

にいる人は避難すること

が原則です。 

 

ハザードマップを確認しながら、避難場所・避難経路・ 

連絡方法を家族で話し合っておきましょう。 

また、すぐに避難できるように最低限必要なものを非常 

持出品として準備しておきましょう。 


